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多様な人と文化が共生し
文化芸術を通じて皆の幸せをめざす
世界に開かれた「文化の港」



港区平和都市宣言

　かけがえのない美しい地球を守り、世界の恒久平和

を願う人びとの心は一つであり、いつまでも変わるこ

とはありません。

　私たちも真の平和を望みながら、文化や伝統を守り、

生きがいに満ちたまちづくりに努めています。

　このふれあいのある郷土、美しい大地をこれから生

まれ育つこどもたちに伝えることは私たちの務めです。

　私たちは、我が国が『非核三原則』を堅持すること

を求めるとともに、ここに広く核兵器の廃絶を訴え、

心から平和の願いをこめて港区が平和都市であること

を宣言します。

　　昭和６０年８月１５日

港　　区　　



港区には、歴史ある美術作品や先進的な

アートが集積する美術館・博物館や、規模の

様々な劇場・ホール、日本の近代化を象徴す

る史跡が多数あります。この豊かな文化資源

の中で、アマチュアからプロのアーティスト

まで、多様な主体による彩りあふれた文化芸

術活動が展開されています。また、区内には

約 130 か国にも及ぶ国籍の方々が暮らし、80

を超える大使館が立地するなど、港区は全国

の自治体の中でもとりわけ国際性に富んでい

ます。

このたび、こうした区の特性や、令和４

（2022）年度に実施した文化芸術実態調査で

の区民や文化芸術団体等からのご意見を踏ま

えながら、学識経験者、公募区民で構成する

「港区文化芸術振興プラン検討委員会」での

審議を経て、「港区文化芸術振興プラン 令和

３（2021）年度～令和８（2026）年度」を改

定しました。

新型コロナウイルス感染症の拡大は、イベ

ントの中止や延期、集客の制限など、区民の

文化芸術活動に深刻な影響を与えました。一

方、コロナ禍を契機に、オンライン鑑賞や活

動手法の多様化が進み、文化芸術を取り巻く

社会状況は大きく変化し、社会はアフターコ

ロナへ向かいつつあります。

国際性豊かで様々な人や文化が行き交う港

区において、文化芸術は人々の心を癒し、明

日への希望を与えるなど、極めて重要な役割

を担っています。また、文化芸術を通じた交

流や相互理解、それによる多様性を認め合う

価値観を醸成することの重要性は、ますます

高まっています。

区は、文化芸術の力を行政のあらゆる分野

において活用し、文化芸術の振興にとどまら

ず、行政課題の解決や区政全体の推進、区民

の心豊かで潤いのある生活の実現に貢献しま

す。

本プランの計画期間の翌年度、令和９

（2027）年度には、港区立みなと芸術センター

が開館する予定です。区の文化芸術の中核拠

点施設として、人々に愛され、区民が誇りを

持てる施設となるよう、整備を進めておりま

す。

令和６（2024）年度～令和８（2026）年度

の後期期間では、これまで推進してきた文化

芸術振興を未来に継承していくことを意識

し、年齢や障害の有無、国籍等にかかわらず、

区に住み、働き、学び、訪れる全ての人が共

生し、互いに認め合い、文化芸術を通じて皆

が幸せになることができる地域社会をめざ

し、平和な世界の実現に貢献してまいります。

本プランの改定にあたり、ご協力いただき

ました団体や区民の皆さんをはじめ、関係者

の方々に、心から御礼申し上げます。

港区文化芸術振興プランの改定に当たって

令和６(2024) 年３月

港区長
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